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〔開会 午前１０時００分〕 

議長（中垣克朗議員） おはようございます。 

 これより平成２３年第３回尾鷲市議会定例会を開会いたします。 

 開会に当たり、市長よりごあいさつがあります。 

 市長。 

〔市長（岩田昭人君）登壇〕 

市長（岩田昭人君） 皆さん、おはようございます。 

 議員の皆様には、大変お忙しい中、平成２３年第３回定例会にご出席を賜りま

して、まことにありがとうございます。 

 本定例会には、「尾鷲市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正につい

て」を初めとする議案１３件と、「平成２２年度健全化判断比率及び平成２２年

度資金不足比率の報告について」の報告１件を提出させていただきました。 

 何とぞよろしくご審議をいただき、ご承認を賜りますようお願い申し上げ、簡

単ではございますが、開会のごあいさつとさせていただきます。どうぞよろしく

お願いいたします。 

議長（中垣克朗議員） これより本日の会議を開きます。 

 ただいまの出席議員は１５名であります。 

 よって、会議は成立をいたしております。 

 最初に議長の報告ですが、お手元に配付の報告書は朗読を省略し、これより議

事に入ります。 

 本日の議事につきましては、お手元に配付の議事日程第１号によりとり進めた

いと思いますので、よろしくお願いします。 

 それでは、日程第１「会議録署名議員の指名」を行います。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第８０条の規定により、議長において８番、

三鬼和昭議員、９番、與谷公孝議員を指名いたします。 

 次に、日程第２「会期の決定」を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本定例会の会期は、お手元に配付の会期日程表のとおり、本日から９月２８日

までの２３日間といたしたいと思います。 

 これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（中垣克朗議員） ご異議なしと認めます。 
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 よって、会期は本日から９月２８日までの２３日間と決定いたしました。 

 次に、日程第３、議案第３２号「尾鷲市災害弔慰金の支給等に関する条例の一

部改正について」から日程第１４、議案第４３号「工事請負変更契約について

（尾鷲小学校・尾鷲幼稚園耐震整備事業に伴う改築及び補強工事）」までの

計１２議案を一括議題といたします。 

 ただいま議題となりました１２議案につきましては、朗読を省略し、直ちに提

案理由の説明を求めます。 

 市長。 

〔市長（岩田昭人君）登壇〕 

市長（岩田昭人君） 平成２３年第３回定例会の開会に当たり、議案についてのご説

明に先立ちまして、当面する諸課題の現況説明及び市政の要点を申し述べ、議員

各位並びに市民の皆様の深いご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 初めに、大型で強い台風１２号の影響により、９月４日に予定しておりました

平成２３年度尾鷲市総合防災訓練は中止といたしました。今後、自主防災単位で

の避難訓練などをお願いしたいと考えております。 

 今回の台風１２号は、速度が非常に遅く、西日本、とりわけ紀伊半島

に１,８００ミリの雨を降らせ、県内でも大きな被害が発生いたしました。本市

にあっても、河川のはんらんが危ぶまれ、また土砂崩れなども発生し、改めて自

然災害に気を引き締めていかなければならないと痛感いたしました。 

 具体的には、土砂災害と高潮被害の対策に職員の警戒意識を高め、対応に当た

りましたが、９月３日の深夜から風雨とも強まり、中川、北川を初めとした河川

の水位が非常に高くなり、はんらんするおそれから、川沿いの方々に対し、９

月４日午前５時２０分に避難勧告を発令するとともに、パトロール班を編成し、

しないの危険箇所に張りつき、また直接市民の方々に声かけを行い、警戒を促し

ました。 

 その結果、被害状況は、床上・床下浸水や、土砂崩れ等の被害がありましたが、

特に、人的被害には至りませんでした。今後とも、さらに速やかな避難行動をと

っていただけるよう、防災意識の高揚を図っていく必要があると考えております。 

 次に、水産振興についてであります。 

 まず、アオリイカ産卵床設置事業につきましては、平成１９年度から本格的に

ヒノキの間伐材を利用した産卵床を設置してきました。本年度におきましても、

水産資源の増大を図るため、５月から漁協、ダイビングショップと連携し、市内、
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各浦々の漁場に合計１１２基のヒノキ製産卵床を設置いたしました。その後の潜

水調査では、産卵床に多くの産卵が確認されており、今後、順調にふ化し、漁獲

の向上につながっていくことを願っております。 

 また、本事業におきましては、漁業後継者対策の一環として位置づけており、

宮之上及び三木小学校の児童を対象としたアオリイカ産卵床体験教室を開催し、

水産資源の増大や保護、間伐材の有効利用について学んでいただきました。 

 一方、尾鷲市水産振興協議会が地域で産出される木材を活用した増殖礁の実証

事業により、昨年度末、梶賀港地先に設置したヒノキ材と花崗岩を組み合わせた

アオリイカとイセエビの増殖礁につきましても、８月のモニタリング調査におい

て、産卵に向けた多くのアオリイカを確認するなど、その成果があらわれており、

今後も注意深く観察を行ってまいります。 

 本年度におきましては、尾鷲湾への事前調査と設置及び梶賀港地先の既設礁の

メンテナンスとモニタリングを行うこととなっております。 

 次に、三重県尾鷲市尾鷲港産地協議会についてであります。 

 本協議会は、漁業者の所得向上を図り、漁業が存続できる産地を形成すること

を目的に、そのための調査・検討及び知識・技術の取得等の取り組みについて検

討を行い、３カ年の産地水産業強化計画を作成し、今般、水産庁の承認をいただ

いたところであります。 

 うち、本年度におきましては、市場施設整備のための調査・検討、共同施設を

利活用した所得向上につながる取り組みの検討、員外船誘致に係る調査・検討、

アオリイカのブランド化に向けた取り組み、魚食普及のためのイベントの開催等

を実施し、産地水産業の強化を図ることとしており、本市といたしましても、お

わせみなと産地協議会強化支援事業等による支援を行ってまいります。 

 次に、林業振興についてであります。 

 来年度からの市有林主伐事業に先立って、口窄地区において実施しました試験

伐事業につきましては、尾鷲木材市場を初めとした近隣木材市場４カ所に尾鷲ヒ

ノキを４７７立米出荷し、尾鷲木材市場において一番の高値で取引されました。 

 この試験伐調査の結果と、それを踏まえた市有林主伐計画に基づき、来年度か

らの主伐事業によって質の高い尾鷲ヒノキを安定的に市場に流通させることで、

尾鷲ヒノキのブランドを再認識していただき、民有林を含めた尾鷲材の販売量の

拡大、林業の活性化につなげていくことが、市としての大きな役割であると認識

しております。 
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 今後も、林業関係者の皆様の期待にこたえるべく、主伐事業の実施に向けた準

備を進めてまいります。 

 次に、海洋深層水事業についてであります。 

 昨年、取水管復旧工事とともに、取水管とその布設ルートの存在の周知と投錨

の際の注意喚起を促すため、レンジライトと灯浮標（ブイ）を湾内に設置いたし

ましたが、本年度はさらに布設ルートとこれら設置施設の周知用チラシを作成し、

日本内航海運組合連合会の組合員を対象に配布していただくことといたしました。

二度とこのような事故が起こらないよう、今後も再発防止対策に取り組んでまい

ります。 

 さて、尾鷲海洋深層水事業は、本市の地域振興の核となる重要施策であり、こ

れまで以上の利活用促進を図っていかなければならないと考えております。しか

し、損傷事故と、これに伴う分水停止の影響もあり、昨年度の海洋深層水の使用

料は、前年度比約６７％まで減少いたしました。 

 このことから、本年度は、県内の商工会議所や商工会を通じて、いま一度、み

え尾鷲海洋深層水をご認識いただき、ものづくりや製品づくりに生かしていただ

けるよう、新しいＰＲパンフを配布するとともに、県東紀州対策局にご協力をい

ただき、県内企業や事業者を訪問させていただいており、海洋深層水の利活用促

進に努めております。 

 また、海洋深層水多段活用型陸上養殖試験事業につきましては、アワビ、サツ

キマス、ナマコ、ハバノリ、それぞれ個別での養殖データを踏まえ、三重大学や

県尾鷲水産研究室のご指導をいただきながら、効率の最もよい組み合わせを検討

した多段活用モデルの実証試験を進めており、その確立と加工、販売までも結び

つけた６次産業化を目指して取り組んでいるところであります。 

 今後とも、海洋深層水事業の推進にご理解、ご協力を賜るとともに、みえ尾鷲

海洋深層水事業の推進に努めてまいります。 

 次に、産業開発促進事業についてであります。 

 おわせ元気・満足度アップ事業の一つとして取り組む市内水産関連事業所紹介

事業につきましては、今月１３日には、県立水産高等学校の実習船「しろちど

り」に乗船した生徒３５名が本市を訪れるとともに、２２日には三重大学生物資

源学部２５名の学生に尾鷲においでいただき、いずれも市内の水産関連企業や事

業所を訪問して、事業現場の話や事業体験を通じて、本市の水産業や水産事業所

に対する理解を深めていただこうとするものであります。 
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 これにより、今後の就職先の職場の一つとして認識していただき、将来の本市

水産業の担い手となってもらえればと考えております。 

 次に、販路開拓につきましては、３年目を迎えた尾鷲まるごとヤーヤ便は、東

日本大震災の発生の影響などもあり、厳しい経済状況下の中、前年の申し込み数

を下回ったものの、８７０件の皆さんの申し込みをいただき、ありがとうござい

ました。地域のすぐれた特産品をより多くの皆さんに紹介しようとの企画の趣旨

が受け入れられ、昨年度よりも高い４１％のリピート率となってあらわれている

と考えており、商品だけではなく、尾鷲という地域そのものを売ることにもつな

がっていると思っております。 

 また、ヤーヤ便に詰め合わせた本市特産の甘夏につきましては、昨年同様、特

殊なシートにより保存することで、しゅんのよい状態を２カ月ほど延ばし、特徴

のある産物として、ヤーヤ便のお客様から大変高い評価をいただいており、より

詳細な検証データの採取が必要ではありますが、付加価値の高い特産品となる可

能性が十分あるものと考えております。 

 次に、集客交流事業についてであります。 

 夢古道おわせにつきましては、指定管理者である株式会社熊野古道おわせの企

業努力や、スカイフードレストランのお母さんたちの活躍などもあって、昨年度

の来場者数は２２万人を超え、一昨年度を上回る結果となりました。 

 このことは、本市の集客交流事業の中核的施設としての役割を十分担っている

ものであり、今後も夢古道おわせの集客力を最大限に活用すべく、取り組んでま

いりたいと考えております。 

 次に、おわせ輪内地区まるごと振興協議会の取り組みにつきましては、地区ご

とに地域資源を活用した魅力づくりを行い、その魅力を集積することで輪内地区

を一体としてとらえた地域振興を図ろうとするものであります。 

 本年度は、農林水産省の食と地域の交流促進対策交付金２５０万円も活用し、

これまでの特産品づくりやグリーンツーリズム体験などの取り組みに加え、輪内

地区での観光コンセプトの確立と、来年度以降に観光商品として販売していける

だけの商品力や地域力をつけていくための取り組みなどを進めてまいります。 

 次に、市内１４店舗の尾鷲の魚を使った料理を尾鷲よいとこ定食として取りま

とめ、ポスターやパンフレットを作成いたしましたが、この取り組みが好評で、

市内外からの問い合わせも多く、既にパンフレットがなくなったことから、ダイ

ジェスト版を増刷いたします。さらに、新たな店舗が参加した尾鷲よいとこ定食
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（第２期版）についても、来年度から十分なＰＲができるよう、本年度中に取り

まとめてまいります。 

 また、おわせ元気・満足度アップ事業における尾鷲の姿寿司等による食の魅力

づくり事業におきましても、市内にある姿寿司の種類や食べられる店舗、レシピ

などの実態調査を行い、パンフレット等を作成することで、よいとこ定食同様、

食の魅力をＰＲしてまいります。 

 次に、平成２１年度から進めております健康増進プログラム事業につきまして

は、馬越峠のリラクゼーション効果の実証実験に続き、本年度は夢古道の湯での

リラクゼーション試験を行い、現在、三重大学においてだ液中のストレス成分等

の分析を行っているところであります。 

 速報値では、夢古道の湯に入浴した方が、入浴しない方よりもストレス成分が

早く回復している傾向が出ているとのことで、分析結果に期待しているところで

あります。 

 今後は、これらの運動や休養の科学的な実験結果に、尾鷲よいとこ定食や姿寿

司開発事業での栄養をあわせ、付加価値を高めた熊野古道等へのツアーの商品化

を図ってまいります。 

 なお、本年度はモデルツアーとして、１泊２日のココロとカラダのリラックス

ツアーと健康増進ツアーを開催する予定であります。 

 これらの取り組みにつきましては、平成２５年を目途とした高速道路の開通や、

伊勢神宮式年遷宮などで予測される大きな集客を本市に誘客し、地域消費を高め

ていくためのものと考えており、今後とも地域資源を活用した集客交流事業を進

めてまいります。 

 次に、おわせ港まつり・イベント開催についてであります。 

 去る８月６日の第６１回おわせ港まつりにつきましては、東日本大震災により

被災された方々に元気になってもらいたいという思いとともに、被災地の一日も

早い復興を祈念して開催されました。 

 当日は、魚市場でイタダキ市や魚つかみ大会、カッター大会が、特設ステージ

では、ソーラン踊りを初め、尾鷲節保存会、坂東流蛙柳会、美楓会、ロックジャ

ム、子供太鼓など多くの皆様にご出演いただき、多彩な催しが行われました。ま

た、海上花火大会は、天候にも恵まれ、尾鷲港ならではの花火が打ち上げられま

した。ご来場の皆様にもご満悦いただけたものと思っております。 

 今回の開催につきましては、東日本大震災もあり、非常に厳しい状況でありま
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したが、市民の皆様のご理解、ご協力はもとより、おわせ港まつり実行委員会や

ごみナビゲートなど、ボランティアの皆様の準備から実施、後片づけまでのご協

力と熱意があったからこそであります。改めて市民並びに関係者の皆様に敬意を

表するとともに、深く感謝を申し上げます。 

 次に、この秋も幾つかのイベントが控えております。 

 まず、１１月１２日、１３日の２日間にわたり、本市の伝統文化の継承と活用

を図った第２６回全国尾鷲節コンクールが開催され、全国各地の方々が自慢の歌

声を披露し、競い合います。 

 さまざまなアトラクションなども盛り込まれ、また、会場付近では尾鷲市の特

産品を取りそろえた物産展も同時開催されますので、ぜひとも市内外の多くの皆

さんにご来場いただき、伝統ある尾鷲節のよさを改めて体感していただきたいと

思っております。 

 また、１１月１９日、２０日には、第８回おわせ海・山ツーデーウォークを、

三重県立熊野古道センターをスコート・ゴールの主会場として、世界遺産・熊野

古道の馬越峠と八鬼山越えを中心に、これまで同様、日本ウォーキング協会公認

の６コースで開催いたします。 

 全国からお越しいただいた皆様と市民の皆様との触れ合いが大きな魅力でもあ

りますので、ぜひともいずれかのコースにご参加いただき、地元からの盛り上げ

と交流を深め、本市の観光交流の推進にご協力賜りますようお願い申し上げます。 

 次に、環境施策についてであります。 

 まず、ごみの減量化対策についてでありますが、本年６月に学識経験者、各団

体代表者、業界関係者等で組織する尾鷲市廃棄物減量等推進審議会を設置し、本

市を取り巻く社会経済情勢の変化などを考慮し、ごみの減量化を円滑に推進する

ための施策をご審議いただいております。 

 本審議会では、平成１９年に設置された審議会の答申内容である、ごみ処理に

当たっては、計画の着実な推進とごみの発生抑制や減量化・資源化の拡大により

処分量を低減させ、清掃工場の延命化を図ることは重要な課題であり、そのため

には有料化は最も有効な方策であるとの提言を尊重しつつ、新たな行政課題につ

いても幅広く論議していただいております。 

 ごみ袋の有料化に当たっては、不法投棄の防止、清掃工場の受け入れ体制の充

実、生活弱者への配慮など課題も多く残されており、あわせて整理する必要があ

ると考えております。 
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 次に、清掃工場の施設管理についてであります。 

 ２号炉耐火物補修工事につきましては、７月７日に着手し、断熱レンガ、耐熱

レンガや、断熱ボードを使用した炉内改修、ケーシングの補修を行い、今月２日

に工事を完了いたしました。補修工事後の２号炉の状態は、ばいじんガス濃度に

も異常はなく、順調に可燃ごみの焼却を行っております。 

 また、煙突内筒取りかえ工事につきましては、先月２４日に着手し、来年２月

の完成を予定しております。なお、現在、仮設煙突の建設準備を進めております。 

 次に、防災対策についてであります。 

 昨年度、古江地区をモデルとして取り組みました住民主導型避難体制確立事業

につきましては、多様化する災害な過疎高齢化社会の中、希薄化する地域コミュ

ニティーを改めて考え直す機会とすることも含め、地域住民が主体となり、福祉

関係者、民生児童委員などが協働して、地区独自の危険箇所マップや災害時要援

護者マップを作成し、防災隣組を結成するなど、古江地区独自の避難体制が確立

されたところであります。 

 本年度は、三木浦地区を対象として進めており、尾鷲市防災危機管理アドバイ

ザーの群馬大学大学院の片田教授を講師に、多数の地区住民参加のもと、第１回

検討会を実施したところであります。 

 今後は、三木浦地区独自の避難行動などのルールや、ハザードマップづくりな

ど、地元住民主導の災害対策を構築いたします。 

 次に、土砂災害情報相互通報システム整備事業であります。 

 昨年度、土砂災害を初めとする大規模災害時に、孤立が想定される各集落の避

難所と防災関係機関を、自己完結型の本市独自の無線ＬＡＮ通信網により、輪内

地区を中心に整備したところであります。 

 本年度におきましても、三重県からの委託事業として、須賀利や九鬼地区な

ど７地区を整備することにより、尾鷲市全域がこの通信網で結ばれることになり

ます。 

 このことから、音声や映像による災害情報の収集・配信により、各関係機関相

互の情報共有が可能となり、迅速な救助・支援活動ができるものと考えておりま

す。 

 次に、消防団員の確保についてであります。 

 火災時における初期消火活動や災害時の救援活動など、地域に密着した消防団

の存在は、ますます重要視されるものと認識しておりますが、過疎・少子・高齢
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化等により、団員の確保については、極めて厳しい状況であります。 

 このような中、例えば、梶賀地区の第１５分団におきましては、地元の女性５

名の方が自分たちのまちは自分たちで守るとの決意のもと、消防団に入団し、男

性団員と同様の訓練に励みながら、地域の安全・安心の確保を目指し、日々活動

されております。 

 また、１０月１９日に横浜市で開催される全国女性消防操法大会に、本市の女

性消防隊が三重県代表として出場いたします。女性消防隊は消防職員の指導のも

と、仕事や家庭に支障なく、連日厳しい訓練に励まれており、好成績を残してく

れるものと期待するところであります。 

 このような女性団員の活動やその姿勢が、今後の消防団員の確保の一助になる

ものと考えております。 

 次に、尾鷲市教育ビジョン（仮称）についてであります。 

 尾鷲市教育ビジョン（仮称）は、三重県教育ビジョン及び第６次尾鷲市総合計

画の策定を踏まえて、平成２４年度中に策定する予定であります。 

 この策定の趣旨は、長期的な尾鷲市教育のあり方・方向性を導き出すことによ

って、尾鷲市独自の魅力ある教育を築き上げるためであり、教育基本法の趣旨に

沿って進めるものであります。 

 学校教育部門、生涯学習部門、教育総務部門の３部門に分け、それぞれで今後

の新しい尾鷲市教育のあり方・方向性について検討してまいります。 

 学校教育部門では、保育園・幼稚園・小学校・中学校・高等学校との連携のあ

り方や魅力・特色ある地域に根差した教育について、キャリア教育等を中心に据

えて検討してまいります。 

 生涯学習部門では、乳幼児から高齢者までが、生きがいのある人生・自己実現

を果たす人生を送るための支援をしていくための手だてについて検討してまいり

ます。また、地区公民館を中心に地区の特性を生かした活動や、各地区間及び世

代間の交流・連携についても検討してまいります。 

 教育総務部門では、施設設備、幼・小・中学校の配置計画、就学前教育（幼・

保の関係）のあり方、通学区域の見直し、学校運営のあり方等を検討してまいり

ます。 

 このことから、本年度中に準備委員会を立ち上げ、尾鷲市教育ビジョン（仮

称）策定の骨子及び枠組み等について検討を行ってまいります。 

 次に、水道事業についてであります。 
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 市民の皆様に、安全で良質な水の安定供給に努めているところですが、先般の

東日本大震災による被害状況を目の当たりにし、水道等の早期のライフライン確

保の重要性を改めて認識したところであります。 

 このことから、８月４日に、尾鷲市水道事業組合との間で災害等における水道

管路施設の応急復旧工事等に関する協定を締結いたしました。 

 今回の締結により、今後、災害や事故等により水道管路施設に被害が発生した

場合、協力して連絡調整を図り、速やかに応急復旧工事等を実施し、水道管路施

設の機能の確保及び回復を図ることで、市民の安心・安全を確保するものであり

ます。 

 次に、早田地区コミュニティーセンターについてであります。 

 早田地区は、平成２０年度に県の中山間地域等における中間支援業務のあり方

検討事業のモデル地区の認定を受け、三重大学、三重県、本市とともに、地区の

存続に向けた取り組みを進めてきております。 

 その取り組みでは、地区内の課題の共有や、今後のまちづくりを考えるととも

に、三重大学生との交流を初め、多気町の「まめや」、和歌山県北山村、熊野市

神川町との交流を行っております。 

 その結果、早田地域の情報配信を目的に、おわせの‘はいだ’ブログの開設や、

耕作放棄地を活用した共同農地の整備、はいだ新聞の発行などが地区住民の主導

で行われております。 

 また、本年度からは、おわせ元気・満足度アップを活用し、前浜から揚がる水

産物の加工など、郷土の特産品づくりによる町おこしの取り組みも進められてお

ります。 

 これらの取り組みについては、現在、早田公民館を中心に展開されております

が、現在の早田公民館は、築４２年を経過し、老朽化が進み、耐震化もされてい

ない状況であります。 

 今後、公民館活動を初めとした地域活動の推進や地域文化の伝承はもとより、

本地区の基幹産業である漁業振興のための新たな漁業従事者の受け入れや、地域

産物の直接販売事業の推進を図るため、農林水産省の農山漁村活性化プロジェク

ト支援交付金を活用し、新たな活動拠点となるコミュニティーセンター建設に向

け着手するものであります。 

 次に、第６次尾鷲市総合計画についてであります。 

 尾鷲市総合計画審議会におきましては、昨年８月１６日に第１回を開催して以
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来、現在まで８回開催され、その間、まちづくりのアンケート結果、第５次総合

計画の検証、グループ討議、基本構想（案）の検討等、四日市大学総合政策学部

の岩崎教授による指導・助言を得ながら、熱心にご議論いただいております。 

 また、市民会議におきましても、昨年１０月１６日に第１回を開催し、全体会

議も合わせて４回開催され、また部会におきましては、６部会に分かれて計１５

回開催されました。その間、まちづくりのアンケート結果、第５次総合計画の検

証、模擬市民会議、基本計画等について熱心にご議論いただきました。 

 審議会並びに市民会議の皆様には、長きにわたりご議論をいただきました

が、８月１９日の審議会におきまして、基本構想及び基本計画（案）のご承認を

いただいたところであります。 

 基本構想及び基本計画（案）につきましては、市民の皆様から広くご意見を募

集するため、９月１日から１カ月間、市のホームページを初め、各出張所及び各

公民館において公表しておりますので、市民の皆様の貴重なご意見をいただきま

すよう、よろしくお願い申し上げます。 

 続きまして、今回提案しております議案第３２号についてご説明をいたします。 

 議案第３２号「尾鷲市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正について」

につきましては、さきの東日本大震災による被害の甚大さにかんがみ、災害弔慰

金の支給対象者となる遺族の範囲を広げるもので、死亡者に係る配偶者、子、父

母、孫または祖父母のいずれもが存在しない場合にあって、兄弟姉妹がいるとき

は、その兄弟姉妹に対して、災害弔慰金を支給する一部改正であります。 

 次に、議案第３３号「平成２３年度尾鷲市一般会計補正予算（第２号）の議決

について」から議案第３６号「平成２３年度尾鷲市病院事業会計補正予算（第２

号）の議決について」までの４議案についてご説明いたします。 

 今回の補正予算は、普通交付税の額の確定と、尾鷲市土砂災害情報相互通報シ

ステム整備事業などの防災対策事業が主なものであります。 

 それでは、お手元に配付の一般会計補正予算（第２号）主要事項説明の１ペー

ジをごらんください。 

 今回の補正予算計上額は、予算集計表に記載のとおり、一般会計で５億３０６

万８,０００円、国民健康保険事業会計で１億３,７７９万９,０００円、後期高

齢者医療事業会計で５２９万７,０００円、病院事業会計で６,０４４万円をそれ

ぞ れ 追 加 し、 こ れ によ り 各 会 計を 含 め た予 算 総 額 を１ ８ ５ 億６ ,６ ５１

万６,０００円とするものであります。 



－１５－ 

 まず、一般会計からご説明いたします。２ページをごらんください。 

 歳入の主なものについてご説明いたします。 

 ９款地方交付税につきましては、普通交付税の増額であります。 

 当初予算においては、国勢調査による人口減少影響分８％の減額を見込

み、２８億７,０００万円計上したところですが、国全体の本年度の普通交付税

総額が前年度より約５,４００億円増加したことや、臨時財政対策債への振替相

当額が減少したことなどにより、２億４,５３７万６,０００円の増額となったも

のであります。 

 １３款国庫支出金は、１,６３６万８,０００円の増額であります。これは、７

月１９日から２０日にかけての台風６号による三木里の八十川護岸崩落の災害復

旧費補助金１,６６６万６,０００円の追加などによるものであります。 

 １４款県支出金は、３,６０７万３,０００円の増額であります。これは当初予

算に計上いたしました住民主導型避難体制確立事業及び第１号補正予算に計上い

たしました停電時対応型バッテリー式ＬＥＤ防犯灯整備事業、並びに今回の第２

号補正予算に計上しております市内各所の避難路整備事業等が、地域減災力強化

推進補助金の対象となったことによる８９８万円、森林組合おわせ等が実施する

除間伐事業に対する森林整備加速化・林業再生基金事業補助金１,０７５万円の

追加が主なものであります。 

 １６款寄附金は、４８万円の増額であります。これは、ふるさと納税寄附金と

して４名の方からご寄附をいただいたものであります。 

 １７款繰入金は、５２９万７,０００円の増額であります。これは、前年度精

算金として、後期高齢者医療事業会計から繰り入れるものであります。 

 １８款繰越金１億６,８３１万８,０００円の増額は、平成２２年度決算に伴う

繰越金であります。 

 １９款諸収入は、３,４３５万６,０００円の増額であります。これは、尾鷲市

土砂災害情報相互通報システム整備事業受託事業収入１,９９５万円、体育文化

会館の展示用パネル購入費等一般コミュニティー助成事業助成金５００万円、三

重県交通災害共済事業基金分配金３９２万７,０００円の追加が主なものであり

ます。 

 ２０款市債は、３２０万円の減額であります。これは過疎対策事業債のソフト

事業分の借り入れ限度額の確定による１,１３０万円の増額及び尾鷲消防署の高

規格救急車を更新するための消防車両等整備事業債２,０００万円の追加と、臨
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時財政対策債の借り入れ限度額の確定による３,７８０万円の減額が主なもので

あります。 

 次に、歳出であります。３ページをごらんください。 

 各款別の補正額は、一覧表に記載のとおりであります。このうち主なものにつ

いて、次のページでご説明いたします。４ページをごらんください。 

 まず、議会費でありますが、議会運営経費で１９２万２,０００円の増額であ

ります。これは、本定例会から議会中継を開始することから、市議会撮影・放送

業務委託料の追加であります。 

 総務費では、一般管理費で７６６万８,０００円の増額であります。 

 これは、台風６号に対する警戒体制と宮城県多賀城市などへの被災地支援派遣

職員の時間外勤務手当の増額であります。 

 財産管理費では、基金積立金として、財政調整基金積立金２億６,４７９

万３,０００円外、記載のとおり各基金に積み立てるものであります。 

 企画費では、コミュニティーセンター等建設事業で早田コミュニティーセンタ

ー設計委託料３６０万円、防災費で尾鷲市土砂災害情報相互通報システム整備工

事費１,９９５万円の追加、市内各所避難路外修繕料３４５万１,０００円の増額、

諸費で三木里駐在所用地取得事業として８９４万７,０００円の追加であります。 

 民生費では、社会福祉総務費で、輪内高齢者サービスセンター修繕料２６

万５,０００円の追加、障害者福祉費及び自立支援給付事業の増額は、前年度精

算金が主なものであります。 

 ５ページをごらんください。 

 老人福祉費では、養護老人ホーム聖光園の修繕料２３万８,０００円の追加、

児童措置費で尾鷲乳児及び尾鷲第一保育園元利補給金５万７,０００円の追加で

あります。なお、これにつきましては、債務負担行為の追加もお願いするもので

あります。子ども手当給付事業、扶助費につきましても、前年度精算金でありま

す。生活保護施設事務費は、施設入所期間の延長が見込まれることから、１５５

万８,０００円を増額するものであります。 

 衛生費では、保健事業普及費で１１６万８,０００円の増額であります。これ

は大腸がん検診が国の補助事業として実施されることによる増額であります。塵

芥処理施設費で、清掃工場第１ダストコンベヤ外修繕料４６８万１,０００円の

追加であります。 

 農林水産業費では、農地費で、天満地内農地及び農道改良工事費２５０万円、
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林道開設改良費で、林道鈴谷線改良工事費２６０万円を、防災対策事業として追

加するものであります。 

 保育費は、事業量の増加による利用間伐手数料３００万円の増額であります。 

 ６ページをごらんください。 

 水産振興費で１２４万８,０００円の増額であります。これは、おわせみなと

産地協議会が魚まつりの実施や、アオリイカのブランド化に向けた新たな取り組

みを実施することから支援を行うものであります。 

 漁港管理費で６３０万円の追加は、須賀利漁港の樋門４門、防潮扉１門の修繕

が主なものであり、修繕をすることによる機能回復と開閉作業時間の短縮を図り、

防災対策につなげていくものであります。 

 海洋深層水事業費で６１万６,０００円の増額であります。これは、再発防止

対策としての取水管・送水管布設周知チラシの印刷製本費であります。また、取

水管事故後の利用が減少していることから、海洋深層水ＰＲチラシの印刷製本費

並びに県内商工会議所の会報折り込み手数料が主なものであります。 

 商工費では、観光費で８８万２,０００円の追加であります。これは、尾鷲よ

いとこ定食マップを新たに作成するための印刷製本費であります。 

 土木費では、道路維持費で防災対策事業として１,２５０万円は市内各所避難

路修繕料４５０万円と、中村山への中心的な避難路である南町古戸野線の舗装工

事費８００万円で、避難時の安全確保を図るものであります。 

 住宅管理費は、東日本大震災を受けて、耐震補強の希望者の増加が見込まれる

ことから、木造住宅耐震補強補助金８００万円の増額と、市営住宅和泉団地２棟

の防水改修工事費の追加であります。 

 消 防 費 で は 、 常 備 消 防 費 で 高 規 格 救 急 車 を 更 新 す る た め の 経 費 と し

て２,０１５万３,０００円の追加であります。なお、総事業費は３,０１５

万３,０００円でありますが、消防広域化施設等整備費県補助金１,０００万円が

直接三重紀北消防組合に交付されます。 

 非常備消防費６２０万６,０００円の増額は、東日本大震災において多くの消

防団員の方々がお亡くなりになり、あるいは行方不明となっていることから、公

務員災害補償の確実な実施を行うため、消防団員等公務災害補償等共済基金掛

金５９２万８,０００円を追加するものであります。 

 ７ページをごらんください。 

 教 育 費 の 学 校 管 理 費 で は 、 宮 之 上 小 学 校 給 食 用 リ フ ト 外 修 繕 料 ６ ６
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万９,０００円、尾鷲中学校合併浄化槽修繕料５６万５,０００円の増額でありま

す。 

 社会教育総務費で、体育文化会館の展示用パネル購入費６５万８,０００円の

増額であります。これは当初予算で１８９万円を計上しておりましたが、今回、

コミュニティー助成事業助成金２５０万円の採択を受け増額するものであります。 

 公民館費は、中央公民館空調設備外修繕料４６万７,０００円の増額でありま

す。 

 災害復旧費では、７月１９日から２０日にかけての台風６号による三木里の八

十川護岸崩落の災害復旧工事費２,４００万円の増額であります。 

 公債費では、公債費元金として１,１４５万４ ,０００円、公債費利子

で１,３５５万円の減額であります。これは、平成２２年度の起債額とその利息

の確定によるものであります。 

 続きまして、債務負担行為補正についてご説明いたします。 

 事項としまして、社会福祉法人尾鷲民生事業協会が建設の尾鷲乳児保育園・尾

鷲第一保育園に対する元利補給（補助率変更分）、その期間を平成２４年度から

平成２５年度まで、限度額を５万８,０００円とする債務負担行為をお願いする

ものであります。これは、本年度より県補助金が２分の１から３分の１に改正さ

れたことにより、その減額分を元利補給するものであります。 

 ８ページをごらんください。 

 国民健康保険事業特別会計は、１億３,７７９万９,０００円を追加し、歳入歳

出総額を２８億４９９万６,０００円とするものであります。 

 歳入で、前年度からの繰越金１億３,８５７万７,０００円の増額が主なもので

あります。 

 歳出で、後期高齢者納付金等５０万３,０００円、基金積立金１億３,６７６

万５,０００円の増額が主なものであります。 

 ９ページをごらんください。 

 後期高齢者医療事業特別会計は、５２９万７,０００円を追加し、歳入歳出総

額を５億２,０５７万５,０００円とするものであります。 

 歳入で、繰越金５２９万７,０００円を増額し、歳出で、諸支出金５２９

万７,０００円を増額するものであります。 

 続きまして、企業会計についてご説明いたします。１０ページをごらんくださ

い。 
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 病院事業会計であります。 

 収益的収入及び支出では、支出で医業費用２,８４９万円の増額であります。 

 資本的収入及び支出では、収入で、企業債２,９９０万円の増額、支出で、建

設改良費３,１９５万円の増額であります。 

 以上をもちまして、「平成２３年度尾鷲市一般会計補正予算（第２号）」など

の４議案の説明とさせていただきます。 

 何とぞよろしくご審議いただき、ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

 次に、議案第３７号「平成２２年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算の認定につい

て」から議案第４０号「平成２２年度尾鷲市公共下水道市業特別会計歳入歳出決

算の認定について」につきましては、地方自治法第２３３条第３項の規定により、

監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものであり、４議案につきましては、

会計管理者から説明させます。 

 次に、議案第４１号「平成２２年度尾鷲市病院事業会計決算の認定について」

につきましては、病院事務長から、議案第４２号「平成２２年度尾鷲市水道事業

会計決算の認定について」につきましては、水道部長から、それぞれ説明させま

すのでよろしくお願い申し上げます。 

 次に、議案第４３号「工事請負変更契約について（尾鷲小学校・尾鷲幼稚園耐

震整備事業に伴う改築及び補強工事）」につきましては、本契約締結後に、数量

調書の一部に見落とした項目があったこと、またその後の要望等により必要とな

った追加工事に伴い、契約の金額を６億３ ,４８８万８ ,８００円から６

億８,０９４万７,０５０円に変更契約を行うため、地方自治法第９６条第１項

第５号及び議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分に関する条例

第２条の規定に基づき、議会の議決を求めるものであります。 

 今回の変更契約につきましては、設計業者から設計図書の提出を受け、内容の

検査を行い、その中で間違いを発見すべきところでしたが、十分なチェックが欠

けておりました。 

 建設工事では、本来、図面を基本とするところですが、入札までの過程におい

て、図面と数量調書との不整合に関して、数量調書に不備があることを見落とし

ておりました。 

 最終的に、図面と数量調書の間で記載内容にそごある場合、数量調書を優先す

るとの判断から、数量調書を優先して施工しておりましたが、その後の工事施工

段階において、数量調書に誤りがありましたので、今回、数量調書を変更すると
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ともに、学校現場の要望等に伴い、契約の金額の変更を行うものであります。 

 今回の件に関しまして、市民の皆様を初め、議員の皆様に改めておわび申し上

げるとともに、再発防止に向けて、職員の執務の取り組み姿勢の向上等に努めて

まいります。 

議長（中垣克朗議員） 会計管理者兼出納室長。 

〔会計管理者兼出納室長（大倉令資君）登壇〕 

会計管理者兼出納室長（大倉令資君） それでは、議案第３７号「平成２２年度尾鷲

市一般会計歳入歳出決算の認定について」から議案第４０号「平成２２年度尾鷲

市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について」までの計４議案につき

まして、お手元の平成２２年度尾鷲市一般会計・特別会計歳入歳出決算主要説明

書に基づき、それぞれの決算概要をご説明いたします。 

 １ページをごらんください。 

 この表は、一般会計及び特別会計の決算総括表であります。 

 各会計別に見てみますと、一般会計では歳入歳出とも予算現額は同額の１１４

億７,２１２万４,０００円に対し、歳入決算額は１０４億４,１６５万３,８４０

円で、予算現額に対する収入率は９１.０％となっております。 

 歳出決算額は１０１億９,８１９万７,１３２円で、執行率は８８.８％であり

ます。 

 歳入歳出差引残額は２億４,３４５万６,７０８円となっております。 

 次に、国民健康保険事業特別会計でございますが、歳入歳出とも予算現額は同

額の２７億３,５７３万７,０００円に対し、歳入決算額は２７億８,４６４

万７ ,２５４円で、１０１ .７％の収入率であります。歳出決算額は２６

億１,１０７万７９円で、執行率は９５.４％であります。歳入歳出差引残額は１

億７,３５７万７,１７５円となっております。 

 老人保健医療事業特別会計は、平成２３年３月３１日をもって廃止し、第２回

定例会において、決算の認定をいただいていることから、ご説明は割愛させてい

ただきます。 

 後 期 高 齢 者 医 療 事 業 特 別 会 計 は 、 歳 入 歳 出 と も 予 算 現 額 は 同 額 の ５

億５,０６４万５,０００円に対し、歳入決算額は５億４,８４１万４,２３４円

で、９９.５％の収入率であります。歳出決算額は５億４,３１１万６,３００円

で、執行率は９８.６％、歳入歳出差引額は５２９万７,９３４円となっておりま

す。 
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 公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 は 、 歳 入 歳 出 と も 予 算 現 額 は 同 額 の ２ ７ ６

万６,０００円に対し、決算額は歳入歳出とも同額の２７６万５,０７０円で、歳

入歳出差引残額はゼロ円であります。 

 以上、平成２２年度の決算総額は、既に認定済みの老人保健医療事業特別会計

も含めますと、総合計額のとおり、歳入歳出とも予算現額は同額の１４７

億６,１３９万９,０００円に対し、歳入決算額は１３７億７,７６０万５,０９８

円で、９３ .３％の収入率であります。歳出決算額は１３３億５ ,５２７

万３,２８１円で、執行率は９０.４％であります。歳入歳出差引残額は４

億２,２３３万１,８１７円となりました。 

 次に、２ページをごらんください。 

 実質収支額ですが、支出区分の歳入歳出差引額から区分４の翌年度へ繰り越す

べき財源を差し引いたものが区分５の実質収支額となります。一般会計の実質収

支額については、本年度は翌年度へ繰り越すべき財源の繰越明許費繰越

額７,５１３万７,０００円がございますので、これを差し引いた１億６,８３１

万９,７０８円が実質収支額となり、平成２３年度への繰越金となります。なお、

この繰越明許費繰越額７,５１３万７,０００円は、６月３日に開会されました平

成２３年第２回定例会の報告第５号にて報告させていただきました平成２２年度

尾鷲市一般会計繰越明許費繰越計算書に記載の、翌年度繰越額１１億７４６

万９,０００円の財源内訳のうち、一般財源分です。 

 特別会計については、翌年度へ繰り越すべき財源がありませんので、国民健康

保険事業特別会計以下各特別会計の実質収支額は歳入歳出差引額と同額で、記載

のとおりであります。 

 次に、３、４ページをごらんください。 

 それでは、一般会計歳入歳出決算からご説明いたします。 

 この表は、一般会計の歳入款別決算額調でございます。各款別の主なものにつ

きましてご説明いたします。なお、この表の備考欄には、収入済金額の前年度比

較を記載していますのでご参照ください。 

 第１款市税は、予算現額２３億４,９２７万４,０００円に対し、調定額は２７

億２,２００万４,９０６円、収入済額は２３億８,３３４万７,０３６円で、一般

会計収入済額全体の２２.８％を占めております。 

 前年度比較では４,８０１万４,４７６円の増収となっております。その内容で

ございますが、備考欄に記載のとおり、法人市民税と固定資産税の増収が主な要
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因であります。 

 不納欠損額は４,７５２万４,７７１円で、前年度と比較しまして２５８

万 ５ ,７ １ ６ 円 の 増 額 と な っ て お り ま す 。 収 入 未 済 額 は ２ 億 ９ ,１ １ ３

万３,０９９円で、前年度と比較しまして７,４２３万９１２円の減額であります。

収納率は８７.５％で、前年度より２.５ポイント上昇しております。 

 ２款地方譲与税の収入済額は７,０１９万８,３８１円で、前年度と比較し

て１６５万６,３０３円の減額となりました。これは、地方揮発油譲与税の増額

と自動車重量譲与税、地方道路譲与税の減額との相殺によるものです。 

 ３款利子割交付金の収入済額は８７０万１,０００円。 

 ４款配当割交付金の収入済額は４２０万９,０００円。 

 配当割交付金は前年度と比較して増額しております。 

 ５款株式等譲渡所得割交付金の収入済額は１３５万３,０００円。 

 ６款地方消費税交付金の収入済額は２億２８８万３,０００円で、前年度と比

較して３５万円の減額となっております。 

 ７款自動車取得税交付金の収入済額は２,２１８万５,０００円で、前年度と比

較して２１２万８,０００円の減額です。 

 ８款地方特例交付金の収入済額は４,０２１万２,０００円で、前年度と比較し

まして１,１６３万７,０００円の増額となりました。これは子ども手当負担分に

係る地方特例交付金の増額と、平成１９年度から平成２１年度まで交付されてい

た特別交付金の減額との相殺によるものです。 

 次に、５、６ページをごらんください。 

 ９款地方交付税は、収入済額３６億８,０５０万５,０００円で、一般会計収入

済額全体の３５.３％を占めております。前年度比３億５,７４６万６,０００円

の増額となりました。その要因は、備考欄のとおり、市税の収入減少に伴う普通

交付税の増額が大きなものであります。 

 １０款交通安全対策特別交付金の収入済額は３５７万２,０００円であります。 

 １１款分担金及び負担金の収入済額は１億３,９９３万４,０００円で、前年度

と比較して１０４万９,８０７円の増額であります。これは、農林水産業費分担

金と民生費負担金の同額によるものです。不納欠損額は５６万８００円、収入未

済額は５６６万６,８８０円で、いずれも保育所入所保護者負担金であります。 

 １２款使用料及び手数料の収入済額は１億３０６万３,１００円で、前年度と

比較して８１５万８,１８６円の増額であります。この主な要因は、衛生使用料



－２３－ 

の墓園永代使用料が減額したことによるものであります。不納欠損額は４

万７,１００円で、道路橋梁使用料及びし尿処理手数料の不納欠損処分によるも

のであります。収入未済額は５４７万６,９００円で、主に市営住宅使用料及び

し尿処理手数料であります。 

 １３款国庫支出金の収入済額は９億３,１１７万８,４６８円で、前年度と比較

して３,４４９万８,１９３円の減額であります。これは、民生費国庫負担金の子

ども手当負担金の増額と、総務費国庫補助金の地域活性化経済危機対策臨時交付

金などの減額の相殺によるものです。 

 １４款県支出金の収入済額は５億６,９６６万２,６６７円で、前年度と比較し

て１,９４９万１,３９９円の減額であります。主な要因は、民生費県補助金の介

護基盤緊急整備特別対策事業等補助金などの減額と商工費県補助金の三重県ふる

さと雇用再生特別基金事業市町等補助金、三重県緊急雇用創出基金事業市町等補

助金の増額などの相殺によるものです。 

 １５款財産収入の収入済額は２,０４０万４,７２９円で、前年度と比較し

て６１万３,６７６円の減額となっております。 

 次に、７、８ページをごらんください。 

 １６款寄附金の収入済額は４０２万７,０００円で、前年度と比較して３５

万９,２６８円の増額であります。前年度との比較は備考欄に記載のとおりであ

ります。 

 １７款繰入金の収入済額は４億４,８２８万８,５２０円で、前年度と比較し

て１億１,６４９万７９８円の減額であります。これは、財政調整基金繰入金な

どの減額と、地域福祉基金繰入金などの増額との相殺によるもので、詳細は備考

欄に記載のとおりであります。 

 １８款繰越金の収入済額は２億３,７０３万７,５２６円で、前年度からの繰越

金であります。 

 １９款諸収入の収入済額は２億３,１８８万６,１１３円で、前年度と比較し

て２,３１３万９,０７２円の増額であります。これは、土砂災害情報相互通報シ

ステム整備事業に係る受託事業収入が増額したことが主な要因です。収入未済額

は２７９万７,７３５円で、内訳は奨学資金貸付金返還金が１５６万円、生活保

護法第６３条及び第７８条による返還金分が８５万９５７円、その他は児童扶養

手当返還金などであります。 

 ２０款市債の収入済額は１０億３,５７０万円で、前年度と比較して５
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億２４０万円の増額であります。科目別の詳細は備考欄のとおりですが、主な要

因は農林水産業債、臨時財政対策債の増額によるものです。 

 繰越明許費の収入済額は３億３３０万６,３００円で、前年度と比較して４

億７,９６２万９,９２７円の減額であります。前年度は定額給付金給付事業、市

道梅ノ木谷線道路改良事業等の事業費の大きい繰越事業があったことによるもの

です。 

 以上、一般会計の歳入合計は、予算現額１１４億７,２１２万４,０００円に対

しまして、調定額１０７億９ ,５８６万１ ,１２５円、収入済額は１０４

億４,１６５万３,８４０円で、前年度と比較して５億５４５万４１０円の増額、

率にして５.１％の増加となりました。不納欠損額は４,９１３万２,６７１円、

収入未済額は３億５０７万４,６１４円でありました。 

 なお、収入未済額の大半は市税であります。歳入全体の予算に対する収入割合

は９１.０％、調定に対する収入割合は９６.７％となりました。 

 一般会計歳入の款別の決算額につきましては、以上であります。 

 なお、参考に、予算現額と収入済額との比較で各節の増減額５０万円以上のも

のにつきましては、その主な理由を本主要説明書の３５ページから３８ページに

かけて記載しておりますので、ご参照ください。 

 次に９、１０ページをごらんください。 

 一般会計の歳出款別決算額調であります。 

 歳入同様、主なものにつきましてご説明いたします。なお、この表の備考欄に

は、支出済額の前年度との比較増減などを記載しておりますので、ご参照くださ

い。 

 １款議会費は、支出済額１億３,１５１万６,４２５円で、前年度と比較しまし

て５３０万５,８３１円の増額となっております。議員報酬等の増額と職員人件

費などの減額との相殺によるものであります。執行率は９８.５％であります。 

 ２款総務費は、支出済額２０億９８,９４７万２,５７５円で、前年度と比較し

て４億２,７５１万２,２５５円の増額であります。増額となった主な要因は、備

考欄に記載のとおり、財産管理費などの増額と、選挙費などの減額との相殺によ

るものであります。 

 ３款民生費は、支出済額２８億１,３７３万５,４０８円で、前年度と比較し

て８,３６５万７,３４１円の増額であります。この主な要因は、自立支援給付事

業、子ども手当に係る児童措置費などの増額によるものであります。 
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 ４款衛生費は、支出済額１２億２,１６６万８８３円で、前年度と比較して１

億１０７万８,０３８円の減額であります。この主な要因は、清掃総務費などの

増額と塵芥処理施設費、病院費などの減額との相殺によるものであります。翌年

度繰越額３,９９０万円は、清掃工場２号炉耐火物補修事業に係るものでありま

す。 

 次に、１１、１２ページをごらんください。 

 ５款農林水産業費は、支出済額７億９１０万８,８４６円で、前年度と比較し

て３億４,６２７万５,０８３円の増額であります。この主な要因は、海洋深層水

事業費などの増額によるものです。翌年度繰越額１，８２７万３,０００円は、

農林漁村地域整備交付金林道整備事業に係るものであります。 

 ６款商工費は、支出済額２億１,３６９万２,２５４円で、前年度と比較し

て５４２万２４６円の増額であります。この主な要因は、地域資源尾鷲海洋深層

水温浴活用進化事業委託料などの観光費の増額によるものであります。執行率

は９７.８％であります。 

 第７款土木費は、支出済額２億６,８２５万８,１６３円で、前年度と比較し

て１,２８２万２,６０７円の増額であります。この主な要因は、道路新設改良費

など増額によるものであります。翌年度繰越額２１３万５,０００円は、木造住

宅耐震補強事業に係る分であります。執行率は９７.０％であります。 

 第８款消防費は、支出済額５億６０万４,７９５円で、前年度と比較し

て３,３２１万４４３円の減額であります。この主な要因は、常備消防費の三重

紀北消防組合負担金の減額などによるものです。翌年度繰越額１億３,７２４

万９,０００円は、大型高所放水車購入に係る三重紀北消防組合負担金でありま

す。執行率は７８.１％であります。 

 第９款教育費は、支出済額７億３,２０７万８,４０２円で、前年度と比較し

て６,２６７万８,０７８円の増額であります。この主な要因は、学校耐震整備事

業などの増額と、ＩＣＴ環境整備事業などの減額との相殺によるものであります。

執行率は４４.１％と、かなり低くなっております。翌年度繰越額の９億９９１

万２,０００円は、尾鷲小学校・尾鷲幼稚園耐震整備事業及び尾鷲中学校第二屋

内運動場整備事業などであります。 

 次に、１３、１４ページをごらんください。 

 １０款災害復旧費については不執行であります。 

 １１款公債費は、支出済額１２億２,０３７万７８１円で、前年度と比較し
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て１億９,４４３万８８５円の増額であります。この主な要因は、償還元金の増

額であります。執行率は９９.９％であります。 

 １２款予備費は、不執行であります。 

 繰越明許費は、支出済額２億９,７６９万８,６００円で、主な事業としては、

森林環境保全整備事業５,０３３万９,０００円、美しい森林づくり基盤整備事

業８,２９７万９,０００円、学校耐震整備事業３,１５８万４,０００円、市立運

動場改修事業３,９４１万円など、備考に記載のとおりであります。 

 次 に 、 歳出 合 計 を見 て い た だき ま す と、 予 算 現 額１ １ ４ 億７ ,２ １２

万４,０００円に対し、支出済額は１０１億９,８１９万７,１３２円で、前年度

と比較して５億４９５万５,２３２円の増額、率にしまして５.２％増加しました。

翌 年 度 繰 越 額 は １ １ 億 ７ ４ ６ 万 ９ ,０ ０ ０ 円 、 不 用 額 は １ 億 ６ ,６ ４ ５

万７,８６８円で、執行率は８８.８％であります。 

 なお、この一般会計歳出の不用額でございますが、各節で５０万円以上のもの

につきましては、その主な理由を３９ページから４４ページにかけて記載してい

ますので、ご参照ください。 

 次に、１５ページをごらんください。 

 これは、一般会計の歳入決算額を円グラフであらわしたものでございます。構

成比率の高い順から申し上げますと、第１位は地方交付税で３５.３％、第２位

は市税で２２.８％、第３位は市債の９.９％で、第４位以降の順位につきまして

は記載のとおりでございます。なお、括弧内の数字は前年度の順位及び構成比率

であります。 

 次 に 、 １ ６ ペ ー ジ の 歳 出 の 構 成 比 で ご ざ い ま す が 、 第 １ 位 は 民 生 費

の２７.６％、第２位は総務費の２０.５％、第３位は衛生費の１２.０％で、

第４位以降の順位につきましては記載のとおりでございます。 

 次に、１７ページをごらんください。 

 この表は、一般会計の歳出決算額を性質別に分類し、前年度と比較したもので

ございます。決算額の合計１０１億９,８１９万７,０００円のうち、義務的経費

は４６億６,２９９万２,０００円で、全体の４５.７％を占めております。前年

度と比較しまして３億９,１０２万５,０００円の増額であります。このうち人件

費は１７億４,３９６万７,０００円で、構成比は１７.１％、前年度と比較し

て２,３６２万３,０００円の減額であります。 

 扶助費は、１６億９,８６５万４,０００円で、構成比は１６.６％、前年度と
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比較しまして２億２,０２１万７,０００円の増額であります。 

 公債費は、１２億２,０３７万１,０００円で、構成比は１２.０％、前年度と

比較して１億９,４４３万１,０００円の増額であります。 

 次に、投資的経費は１１億９,６８９万８,０００円で、構成比は１１.７％で

す。その内訳は、すべて普通建設事業費で、災害復旧事業費はありませんでした。

普通建設事業費の事業内容は１８ページの事業明細表のとおりであります。 

 次に、その他の経費でございますが、４８億３,８３０万７,０００円で、前年

度と比較して１,７４８万４,０００ 円の増額であります。構成比率は全体

の４２.６％であります。 

 なお、この性質別経費を円グラフであらわしたものが１８ページに掲載してあ

ります。 

 次に、１９、２０ページをごらんください。 

 この表は、平成７年度から国保・老人保健・後期高齢・公共下水などの各特別

会計への繰出金と、病院及び水道の企業会計並びに消防・広域連合等の一部事務

組合への負担金についての支出状況をまとめたものであります。 

 １９ページの繰出金、下から２段目の平成２２年度の欄をごらんください。 

 国保・老人保健・後期高齢・公共下水など各特別会計への繰出金は、それぞれ

記載のとおりで、合計５億２,３１５万円であります。 

 ２０ページの負担金の欄、下から２段目をごらんください。 

 病院及び水道の企業会計並びに消防・広域連合等の一部事務組合への負担金は、

合計１０億９,７９１万６,０００円であります。 

 繰出金と負担金の合計は１６億２,１０６万６,０００円で、これを前年度と比

較しますと１億１,８５４万１,０００円の減額となりました。これは特別会計繰

出金、企業会計負担金、一部事務組合負担金、すべて前年度より減額となったこ

とによるものであります。 

 一般会計決算の概要説明は以上であります。 

 次に、各特別会計の概要についてご説明いたします。 

 ２１、２２ページをごらんください。 

 この表は、国民健康保険事業特別会計の歳入款別決算額調であります。 

 １款国民健康保険税は、収入済額５億４２１万８,１４０円で、前年度と比較

して３８３万３,６１２円の減収であります。調停額で５,１５０万８,７２４円

減額しております。これは、国保加入世帯の減少や所得割課税世帯の減少による
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ものであります。詳細は備考欄に記載のとおりであります。不納欠損額

は２,２８２万３,３０８円で、前年度と比較して５４６万８,２３２円の減額で

あります。収入未済額は１億７,５９７万７,５７１円で、前年度より４,２２０

万６,８８０円減少しております。収入率は１０２.２％、収納率は７１.７％で

あります。収納率は前年度より４.４ポイント向上しております。 

 ２款国庫支出金の収入済額は６億９,８７０万９,７４７円で、前年度と比較し

て１億１,９０９万３,４９１円の増額であります。この主な要因は、療養給付費

等負担金及び財政調整交付金の増額によるものです。 

 ３款療養給付費等交付金は、収入済額１億８０８万１,８９１円で、前年度と

比較して１,０４９万９,１０９円の減額となっております。 

 ４款前期高齢者交付金は、収入済額６億２７７万４,５１６円で、前年度と比

較して２億２,８６３万９７４円減額となっています。この交付金は平成２０年

度に創設された交付金で、平成２２年度概算交付額から前々年度の精算額を差し

引いて算定されます。 

 ５款県支出金は、収入済額１億１,３３６万３,７６３円で、前年度と比較し

て１,９３９万１,９０４円の増額であります。この主な要因は、財政調整交付金

の増額によるものであります。 

 ６款共同事業交付金は、収入済額３億７８６万２,６９４円で、前年度と比較

して３,８６５万３,０２１円の増額であります。 

 ７款財産収入は、収入済額６,０００円で、前年度と比較して１,０２８

万９,９４４円と大幅に減額しております。これは、前年度は三重県国民健康保

険団体連合会に支払基金預託として出損していたものが、基金の廃止に伴い清算

され、運用利息とともに返還されたことによるものであります。 

 ８款繰入金は、収入済額２億４,９１１万７,６７５円で、前年度と比較し

て１６１万５０４円の増額であります。 

 次に、２３、２４ページをごらんください。 

 ９款繰越金は、前年度からの繰越金４,７５７万４,７２５円であります。 

 １０款諸収入は、収入済額８９３万８,１０３円で、主に交通事故等に係る納

付金や保険税延滞金の収入であります。前年度と比較して６２万６,９４１円の

増額であります。 

 １１款市債は、収入済額１億４,４００万円で、国民健康保険財政を安定的に

運営するために、三重県より借り入れを行ったものであります。この借入金は、
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平成２４年度から５年間に分けて償還を行う予定であります。 

 以上、国民健康保険事業特別会計の歳入合計は、予算現額２７億３,５７３

万７ ,０ ００円、 調 定額２９億 ８ ,３ ４ ４万８ ,１３３円 、 収入済額２７

億８,４６４万７,２５４円、不納欠損額２,２８２万３,３０８円、収入未済額１

億７,５９７万７,５７１円となりました。 

 収入率は１０１.７％、収納率は９３.３％であります。 

 次に、２５、２６ページをごらんください。 

 国民健康保険事業特別会計の歳出款別決算額調であります。 

 １款総務費は、支出済額７ ,３４８万１ ,９３６円で、前年度と比較し

て１,０７３万４,２５０円の増額であります。この主な要因は、備考欄のとおり、

総務管理費の非自発的失業者の保険税の軽減に係るシステム改修業務委託料など

の増額によるものであります。執行率は９５.８％であります。 

 ２款保険給付費は、支出済額１８億３,６１９万５,５６０円で、支出済額全体

の７０.３％を占めております。前年度と比較して１,０５８万７,２８９円の減

額であります。この主な要因は、一般分療養給付費や高額療養費の減額と退職分

療養給付費や高額療養費の増額との相殺によるものであります。明細は備考欄の

とおりで、執行率は９５.０％であります。 

 ３款後期高齢者納付金等は、支出済額２億６,０００万７,３６９円で、前年度

と比較して５,１１２万６,９６２円の減額となっております。この主な要因は、

後期高齢者支援金の減額によるものであります。執行率は９９.９％であります。 

 ４款前期高齢者納付金等は、支出済額４５万８,８６２円で、前年度と比較し

て４２万５,８１５円の減額となっており、執行率は９９.７％であります。 

 ５款老人保健拠出金は、支出済額２万１,４０９円で、前年度と比較し

て２３０万１,２０８円の減額となっております。この要因は、老人保健医療事

業については平成２０年３月３１日をもって制度廃止となり、実質的に後期高齢

者関係の医療事業へ移行していることから減額となったものであります。執行率

は９７.３％であります。 

 ６款介護納付金は、支出済額１億８４４万２,７９１円で、前年度と比較し

て２６７万６,８５５円の増額であります。執行率は９９.９％であります。 

 ７款共同事業拠出金は、支出済額２億８,９０９万１,１５２円で、前年度と比

較して８９２万７,７６９円の減額であります。執行率は９８.９％であります。 

 次に、２７、２８ページをごらんください。 
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 ８款保健事業費は、支出済額１,６７８万３,１４１円で、前年度と比較し

て９７万６,６４０円の減額であります。特定健康診査や脳ドックの受診者が見

込みを下回ったことによる減額であります。執行率は８１.０％であります。 

 ９款公債費は不執行であります。 

 １０款諸支出金は、支出済額１,４０１万２,８５９円で、前年度と比較し

て２,１７４万１,８５９円の減額であります。執行率は９２.５％であります。 

 １１款基金積立金は、支出済額１,２５７万５,０００円で、財政調整基金への

積立金であります。 

 １２款予備費は不執行であります。 

 以上、国民健康保険事業特別会計の歳出合計は、予算現額２７億３,５７３

万７,０００円に対しまして、支出済額は２６億１,１０７万７９円で、前年度と

比較して７,６１０万９,４３７円の減額、率にして２.８％の減少となりました。

不用額は１億２,４６６万６,９２１円、執行率は９５.４％となりました。 

 なお、歳入各節５０万円以上の比較増減及び歳出の５０万円以上の不用額の理

由につきましては、４５ページから４８ページにかけて記載してありますのでご

参照ください。 

 次に、後期高齢者医療事業特別会計の決算概要についてご説明いたします。 

 ２９、３０ページをごらんください。 

 後期高齢者医療事業特別会計の歳入款別決算額調でございます。 

 １款後期高齢者医療保険料の収入済額は１億５,３５３万２,９６９円で、前年

度と比較して３８５万２,８３６円の増額となっております。収入率は９８.８％、

収納率は９９.４％であります。収入未済額は８０万５,０７０円であります。 

 ２款繰入金の収入済額は３億５,３１４万６,８７４円で、前年度と比較し

て７８９万７,１２１円減額しております。 

 ３款諸収入の収入済額は３,７１６万３,０６６円で、前年度と比較して４１３

万２,０９２円の増額となりました。主な要因は、三重県後期高齢者医療広域連

合からの前年度における療養給付費負担金の確定に伴う精算金の増額によるもの

です。 

 ４款繰越金の収入済額は４５７万１,３２５円で、前年度からの繰越金であり

ます。 

 繰越明許費は、今年度はありませんでした。 

 以上、後期高齢者医療事業特別会計の歳入合計は、予算現額５億５,０６４
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万５,０００円に対し、調定額は５億４９２１万９,３０４円、収入済額は５

億４,８４１万４,２３４円で、収入率は９９.５％、収納率は９９.８％でありま

す。 

 次に、３１、３２ページをごらんください。 

 後期高齢者医療事業特別会計の歳出款別決算額調でございます。 

 １款総務費の支出済額は８７０万４,６１９円で、前年度と比較して５４

万５,４４５円の減額となっております。執行率は９２.９％であります。 

 ２款広域連合負担金の支出済額は４億９,２７１万４,７１５円で、支出総額

の９０.７％を占めております。前年度と比較して８４９万４３２円の減額とな

っております。 

 ３款諸支出金の支出済額は４,１６９万６,９６６円で、一般会計への繰出金な

どであります。 

 繰越明許費は今年度はありませんでした。 

 以上、後期高齢者医療事業特別会計の歳出合計は、予算現額５億５,０６４

万５,０００円に対しまして、支出済額５億４,３１１万６,３００円、不用

額７５２万８,７００円で、執行率は９８.６％となりました。 

 次に、公共下水道事業特別会計の決算概要をご説明いたします。 

 ３３、３４ページをごらんください。 

 公共下水道事業特別会計の歳入歳出款別決算額調でございます。 

 この特別会計につきましては、収入済額、支出済額いずれも同額の２７６

万５,０７０円であります。歳入の１款繰入金の収入済額は一般会計からの繰入

金、歳出の１款公債費の支出済額は市債償還元金及び償還利子で、不用額

は９３０円、収入率、執行率はともに９９.９％となりました。 

 以上、平成２２年度尾鷲市一般会計及び三つの特別会計の歳入歳出決算の概要

についてご説明いたしました。 

 また、監査委員の審査意見書並びに主要施策の成果及び実績報告書を別途添付

していますので、後ほどご参照ください。 

 なお、内容の詳細につきましては、予算決算常任委員会におきましてご説明い

たしますので、何とぞご審議賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

議長（中垣克朗議員） 病院事務長。 

〔尾鷲総合病院事務長（諦乗正君）登壇〕 

尾鷲総合病院事務長（諦乗正君） 議案第４１号「平成２２年度尾鷲市病院事業会計
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決算の認定について」ご説明申し上げます。 

 まず、決算の説明に入ります前に、平成２２年度の病院利用状況についてご説

明申し上げます。 

 お手元の決算書の１７ページをごらんください。 

 平 成 ２ ２ 年 度 の 入 院 患 者 数 は 延 べ ８ 万 １ ９ ０ 人 で 、 う ち 一 般 病 棟 ６

万 １ ,５ ０ ９ 人 、 療 養 病 棟 が １ 万 ８ ,６ ８ １ 人 で 、 前 年 度 と 比 較 し ま す

と６,４０１人増加いたしました。また、延べ外来患者数におきましては１０

万８,７９３人で、前年度と比較いたしますと７,５４６人減少いたしました。 

 診療科別では、入院で内科が５,１４６人、整形外科が１,８３３人増加してお

りますが、外科が１,５２０人減少しております。また、外来では泌尿器科

が２４７人増加しておりますが、内科が５,２８７人、外科が１,０４１人、眼科

が７９５人、小児科が６６６人、耳鼻咽喉科が５５０人、それぞれ減少しており

ます。 

 病床利用率は、一般病棟の病床数１９９床に対しまして８４.７％、療養病棟

の病床数５６床に対しまして９１.４％で、全体の病床利用率は８６.２％と、前

年度に比べ６.９ポイントが増加しております。 

 本年度の決算状況は、事業収益４１億６２５万７,４５４円、事業費用は４３

億 １ ,３ ３ １ 万 ３ ,３ １ ７ 円 で 、 当 年 度 の 事 業 結 果 と し て は ２ 億 ７ ０ ５

万５,８６３円の損失を計上しております。 

 それでは、平成２２年度尾鷲市病院事業会計決算の主な内容についてご説明い

たします。 

 １、２ページをごらんください。 

 収益的収入及び支出でありますが、まず収入では、第１款病院事業収益の予算

額４０億３,８８１万７,０００円に対し、決算額４１億６２５万７,４５４円

で、６,７４４万４５４円の増額となり、予算額に対する収入率は１０１.７％と

なりました。 

 支出では、第１款病院事業費用で、予算額４４億１,５４７万２,０００円に対

して決算額４３億１,３３１万３,３１７円で、不用額１億２１５万８,６８３円

が生じ、予算額に対する執行率は９７.９％となっております。 

 この報告書の各項の説明につきましては、後ほど損益計算書でご説明いたしま

す。 

 次に、３、４ページをごらんください。 
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 資本的収入及び支出についてご説明いたします。 

 まず、収入では、第１款資本的収入の予算額２億１,５５９万４,０００円に対

し、決算額は２億１,７３９万１,０００円で１７９万７,０００円の減額になり、

予算額に対する収入率は１００.８％となっております。 

 次に、支出では、第１款資本的支出の予算額３億３,６７９万７,０００円に対

し、決算額は３億３,６２５万１,２５２円で、不用額は５４万５,７４８円が生

じ、予算額に対する執行率は９９.８％となりました。 

 なお、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額１億１,８８６万２５２

円 に つ き ま し て は 、 当 年 度 消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 資 本 的 収 支 調 整 額 ７

万７,５４０円及び過年度分損益勘定留保資金１億１,８７８万２,７１２円で補

てんいたしました。 

 続きまして、５、６ページをごらんください。 

 損益計算書についてご説明いたします。 

 医業収益が３９億５,２７０万５,４２８円、医業費用が４１億４,８７８

万９,８３０円で、医業損失１億９,６０８万４,４０２円が生じました。 

 次に、医業外収益が１億４,６０２万２,１２６円、医業外費用が２億５５３

万８,９１６円となり、医業外収支は５,９５１万６,７９０円の損失が生じまし

た。医業損失にこの額を加えた２億５,５６０万１,１９２円を経常損失として計

上いたします。 

 特別利益はありません。特別損失は１１５万４,０６５円で、当年度純損失

は２億５,６７５万５,２５７円となりました。この額に前年度繰越欠損金３８

億４,２５０万１,８３９円を加えた当年度未処理欠損金は４０億９,９２５

万７,０９６円となり、翌年度に繰り越されるものであります。 

 続きまして、７ページの剰余金計算書についてご説明いたします。 

 欠損金の部の１、欠損金につきましては、先ほど損益計算書で説明したとおり

であります。 

 次に、資本剰余金の部でありますが、Ⅰ、国県補助金（１）前年度未残高は変

動ありませんが、（３）当年度発生額は９２４万円で、（５）当年度未残高は７

億１,９９６万円となりました。Ⅱ、受贈財産評価額につきましも（１）前年度

未残高は変動ありませんが、（３）当年度発生額は１０万５,９６１円で、（５）

当年度末残高は６,４５３万４,３２０円となりました。Ⅲ、寄附金につきまして

も（１）前年度未残高は変動ありませんが、（３）当年度発生額は３０３万円で、
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（５）当年度末残高は１,４４８万８,０００円となりました。Ⅳ、その他資本剰

余金につきましても、（１）前年度未残高は変動ありませんが、（３）当年度発生

高は１億７,１０２万１,０００円で、（５）当年度未残高は３９億４,２２６

万 ３ ,９ ３６ 円 と なり ま し た 。こ れ ら の当 年 度 未 残高 を 合 計し た 額 ４７

億４,１２４万６,２５６円が翌年度繰越資本剰余金となります。 

 次に、８ページの欠損金処理計算書でありますが、これは先ほど損益計算書で

説明したとおり、当年度未処理欠損金４０億９,９２５万７,０９６円に対し、欠

損金処理額はなく、同額を翌年度に繰り越すものであります。 

 続きまして、９ページから１１ページまでの貸借対照表についてご説明いたし

ます。 

 まず、資産の部でありますが、１、固定資産の（１）有形固定資産でイからヘ

までのそれぞれの資産額から減価償却累計額を差し引いた残高、有形固定資産合

計４０億４,７８２万８,２３８円となりました。（２）無形固定資産は３２７

万９ ,２ ００円と な っておりま す。（３ ）投資につ きまし て は１ ,４ ４４

万２,６７０円で、これら固定資産合計は４０億６,５５５万１０８円であります。 

 次に、流動資産は、現金預金、未収金、貯蔵品を合わせて８億８,９９４

万７,００６円であります。 

 １０ページをごらんください。 

 ３、繰延勘定は、（１）控除対象外消費税４,１２６万２,２６１円で、固定資

産、流動資産、繰延勘定を合わせた資産合計は４９億９,６７５万９,３７５円で

あります。 

 続きまして、負債の部であります。 

 ４、固定負債はありません。 

 ５、流動負債につきましては、（１）一時借入金はありませんが、（２）未払金

は３億１,８３２万９,０２９円であります。（３）その他流動負債は２,３１６

万１,４５８円で、流動負債合計は３億４,１４９万４８７円となっております。 

 負債の部の合計は、流動負債合計と同額の３億４,１４９万４８７円でありま

す。 

 次に、資本の部であります。 

 ６、資本金につきましては、（１）自己資本金は前年度と同額の２億８５

万６,０９５円で、（２）借入資本金は、他会計借入金はなく、３８億１,２４２

万３,６３３円全額が企業債となっております。資本金合計は４０億１,３２７
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万９,７２８円であります。 

 ７、剰余金につきましては、（１）資本剰余金の国県補助金、受贈財産評価額、

寄附金、その他資本剰余金を合計しまして４７億４,１２４万６,２５６円であり

ます。 

 １１ページをごらんください。 

 （２）欠損金であります。欠損金合計は、イ、当年度未処理欠損金と同額

の４０億９,９２５万７,０９６円となり、これを資本剰余金から差し引いた額６

億４,１９８万９,１６０円が剰余金合計であります。 

 資本金と剰余金の合計、資本の部の合計額は４６億５,５２６万８,８８８円、

負債の部と合わせた負債資本合計は４９億９,６７５万９,３７５円となり、先ほ

ど資産の部で説明した資産合計額と一致しております。 

 以上で、平成２２年度尾鷲市病院事業会計の決算説明といたします。 

 なお、決算書の１２ページ以降に決算附属資料を掲載しておりますので、ご参

照の上、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

議長（中垣克朗議員） 正午を過ぎると思われますが、会議を少しだけ続行いたしま

す。 

 水道部長。 

〔水道部長（貝川弘毅君）登壇〕 

水道部長（貝川弘毅君） それでは、議案第４２号「平成２２年度尾鷲市水道事業会

計決算の認定について」ご説明申し上げます。 

 まず、決算書の説明に入る前に、平成２２年度の水道事業の概況についてご説

明申し上げます。 

 お手元にある決算書の１１ページをごらんください。 

 平成２２年度の給水戸数は１万１２３戸で、前年度に比べて２１戸の減であり、

普及率は９９.８％でございます。 

 年間総給水量は４７５万５,７２２立方メートル、前年度と比較すると給水量

で９万９８９立方メートルの増、有収水量で５６９立方メートルの増となってお

ります。 

 建設改良と維持管理につきましては、上水道において高速道路ＩＣ造成工事に

伴う配水横断管設置工事及び仮設配管布設替工事のほか、建設課の道路改良と同

時施工をした配水管布設替工事等について実施をいたしました。 

 また、高速道路ＩＣ造成工事に伴う配水布設替詳細設計業務委託、新桂山配水
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池更新事業に伴う土地測量業務委託などのほか、矢浜浄水場においては、伏流水

取水ポンプの取りかえ工事詳細設計業務委託を実施いたしました。改修工事では、

矢浜浄水場急速ろ過機塗装改修工事を実施いたしました。 

 簡易水道におきましては、須賀利、古江、三木浦地内及び賀田第１北浄水場の

配水管布設替工事を実施しました。 

 機械装置については、須賀利浄水場電気計装盤取替工事を行い、また尾鷲市水

道事業８箇所簡易水道統合基本計画書作成業務委託を実施いたしました。 

 改修工事では、九鬼配水池塗装改修工事を実施しました。 

 次に、経理状況でありますが、収益的収支では、事業収益４億９,２１０

万７,０２９円に対し、事業費用４億９,６８３万３,２０３円で、差し引

き４７２万６,１７４円の損失が生じました。 

 以上、概略説明を申し上げ、決算書の説明をさせていただきます。 

 決算書の１ページをごらんください。 

 （１）収益的収入及び支出につきましては、収入の第１款水道事業収益、予算

額５億８８８万９,０００円に対し、決算額は５億１,５９４万８,０９９円で、

予算額より７０５万９,０９９円増となりました。 

 第２項営業外収益の決算額でございますが、この決算額から消費税額を差し引

いた額が、５ページの損益計算書の３、営業外収益の額と１万７,９２３円の差

異があります。これは、消費税の納税計算上の差額と貸し倒れに係る消費税が税

額控除となっているためです。この二つは、企業内部に留保されるもので、決算

報告書には記載せず、損益計算書では雑収益として計上しております。 

 次に、支出の第１款水道事業費用、予算額５億２,４０万９,０００円に対し、

決算額は５億１,６５９万４０１円で、７４１万８,５９９円の不用額を生じてお

ります。 

 続きまして、３ページの（２）資本的収入及び支出につきましては、収入の

第１款資本的収入、予算額４,０７５万８,０００円に対し、決算額は３,５４２

万４,４０３円で、予算額より５３３万３,５９７円減となりました。 

 次に、支出の第１款資本的支出、予算額２億４,６４３万２,０００円に対し、

決算額は２億４,１０５万９,１８７円であり、不用額は５３７万２,８１３円と

なりました。 

 資 本 的 収 支 に お い て 収 入 額 が 支 出 額 に 対 し て 不 足 す る 額 ２ 億 ５ ６ ３

万４,７８４円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額、過年度分
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及び当年度分損益勘定留保資金で補てんいたしました。 

 次に、５ページの損益計算書をごらんください。 

 １、営業収益４億７,８６３万１,０８３円から、２、営業費用４億１,７６９

万８８４円を差し引いた６,０９３万１９９円が営業利益で、これに３、営業外

収益１,３４７万５,９４６円を加え、４、営業外費用７,８４９万１,１９９円を

減額しますと、経常損失４０８万４,０５４円となります。この経常損失に、５、

特別損失６４万２,１２０円を加えた４７２万６,１７４円が当年度純損失で、前

年度繰越利益剰余金５,７３７万２,１２１円を加えた５,２６４万５,９４７円が

当年度未処分利益剰余金となります。 

 次に、６ページの剰余金計算書をごらんください。 

 利益剰余金の部では、１、減債積立金は１億８,０２１万１,０００円、２、建

設 改 良 積 立 金 は ２ ,６ ４ ３ 万 ５ ,９ ５ ６ 円 で 、 積 立 金 合 計 は ２ 億 ６ ６ ４

万６,９５６円となっております。３、未処分利益剰余金は、先ほどの損益計算

書でご説明をいたしました当年度未処分利益剰余金５,２６４万５,９４７円とな

ります。 

 続いて、資本剰余金の部ですが、１、工事負担金の当年度発生高２５０万円は、

給水加入金であります。２、国県補助金の当年度処分額３,０９０円は、固定資

産処分による減額であります。３、他会計補助金の当年度発生高１,９４３

万６,００３円は、簡易水道起債償還元金に対する補助金収入であります。４、

受贈財産評価額の当年度の増減はなく、前年度末残額と同額となっておりま

す。５、その他資本剰余金の当年度発生高１１６万３,４００円は、消火栓設置

負担金収入であります。翌年度繰越資本剰余金は１２億７,５５３万２,３８２円

であります。 

 次に、７ページの剰余金処分計算書でありますが、当年度未処分利益剰余

金５,２６４万５,９４７円を翌年度へ同額繰り越ししようとするものでございま

す。 

 次に、貸借対照表の８ページと９ページをごらんください。 

 資産の部、固定資産の（１）有形固定資産合計は６０億６,６９９万４,２７１

円で、これに（２）無形固定資産合計７３万９,７００円と（３）投資合計６

万５,８２０円を加えた固定資産合計は６０億６,７７９万９,７９１円でありま

す。 

 流動資産では、（１）現金預金から（５）その他流動資産までの流動資産合計
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は４億４,７０４万４,５８５円で、資産合計は６５億１,４８４万４,３７６円で

あります。 

 次ページ、負債の部では、固定負債合計額１億２,４２０万９,１９９円、流動

負債合計額３,３８７万６,６４５円で、負債合計は１億５,８０８万５,８４４円

であります。 

 資本の部では、資本金、（１）自己資本金１１億８,４７２万１,３２４円、

（２）借入資本金３６億３ ,７２１万１ ,９２３円で、資本金合計は４８

億２,１９３万３,２４７円であります。 

 剰余金では、（１）資本剰余金合計は１２億７,５５３万２,３８２円で、（２）

利 益 剰 余 金 合 計 は ２ 億 ５ ,９ ２ ９ 万 ２ ,９ ０ ３ 円 で 、 剰 余 金 合 計 は １ ５

億３ ,４ ８２万５ ,２ ８５円とな り、こ れ に資本金合 計４８ 億 ２ ,１９３

万３,２４７円を加えた資本合計は６３億５,６７５万８,５３２円であり、負債

資本合計は６５億１,４８４万４,３７６円となり、前ページの資産合計額と同額

となります。 

 以上で、平成２２年度尾鷲市水道事業会計決算の説明といたします。 

 なお、決算書の１１ページから２７ページまで決算附属資料を添付しておりま

すので、ご参照の上、よろしくご審議賜りますようお願いを申し上げます。 

議長（中垣克朗議員） 以上で提案理由の説明は終わりました。 

 議事日程に従い、審議は留保といたします。 

 ここで、お昼休みをいただきます。午後は１時２０分から再開いたします。 

〔休憩 午後 ０時１４分〕 

〔再開 午後 １時１７分〕 

議長（中垣克朗議員） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 次に、日程第１５、議案第４４号「尾鷲市教育委員会委員の選任について」を

議題といたします。 

 事務局長をして議案の朗読をいたさせます。 

 事務局長。 

（事務局長 朗読） 

議長（中垣克朗議員） ただいま議題となりました議案につきまして、提案理由の説

明を求めます。 

 市長。 

〔市長（岩田昭人君）登壇〕 



－３９－ 

市長（岩田昭人君） それでは、人事案件１件についてご説明をいたします。 

 議案第４４号「尾鷲市教育委員会委員の選任について」につきましては、千種

良子氏の任期が、平成２３年９月３０日をもって任期満了となります。同氏は、

教育行政に関し理解があり、実直、誠実で、人格、識見ともすぐれた方であり、

教育委員として適任であると考え、引き続き選任いたしたく、地方教育行政の組

織及び運営に関する法律第４条第１項の規定により議会の同意を求めるものであ

ります。 

 よろしくご審議いただき、ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

議長（中垣克朗議員） 以上で提案理由の説明は終わりました。 

 これより議案に対する質疑に入ります。ただいまのところ、通告はございませ

ん。 

 質疑はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

議長（中垣克朗議員）  質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただいま議題となっております議案につきましては、人事案件でもあり、会議

規則第３７条第３項の規定により、委員会への付託を省略いたしたいと思います

が、これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（中垣克朗議員） ご異議なしと認めます。よって、ただいま議題となっており

ます議案につきましては、委員会への付託を省略することに決しました。 

 これより討論に入ります。討論はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

議長（中垣克朗議員） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結いたします。 

 これより採決を行います。 

 日程第１５、議案第４４号「尾鷲市教育委員会委員の選任について」、原案の

とおり同意することに賛成の方は起立願います。 

（起 立 全 員） 

議長（中垣克朗議員） 起立全員であります。 

 よって、議案第４４号については、原案のとおり同意することに決しました。 

 次に、日程第１６、報告第８号「平成２２年度健全化判断比率及び平成２２年

度資金不足比率の報告について」を議題といたします。 



－４０－ 

 ただいま議題となりました報告は、朗読を省略し、直ちに説明を求めます。 

 市長。 

〔市長（岩田昭人君）登壇〕 

市長（岩田昭人君） それでは、報告案件１件についてご説明いたします。 

 報告第８号「平成２２年度健全化判断比率及び平成２２年度資金不足比率の報

告について」につきましては、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条

第１項及び第２２条第１項の規定により、報告させていただくものであります。 

 詳細につきましては、１７ページのとおり、実質赤字比率、連結実質赤字比率、

実質公債費比率及び将来負担比率において、いずれも早期健全化基準を下回って

おります。 

 また、公営企業におきましても、各会計とも資金不足が生じていないことをご

報告させていただきます。 

議長（中垣克朗議員） 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。ただいまのところ、通告はございません。 

 質疑はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

議長（中垣克朗議員） 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

 ただいまの議題につきましては、報告案件でございますので、これをもって終

結いたします。 

 次に、日程第１７、発議第７号「議会改革特別委員会設置に関する決議」を議

題といたします。 

 事務局長をして、発議の朗読をいたさせます。 

 事務局長。 

（事務局長 朗読） 

議長（中垣克朗議員） これより、発議に対する質疑に入ります。質疑はございませ

んか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

議長（中垣克朗議員） 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。討論はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

議長（中垣克朗議員） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結いたします。 

 これより採決を行います。 



－４１－ 

 日程第１７、発議第７号「議会改革特別委員会設置に関する決議について」、

原案のとおり決することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙 手 全 員） 

議長（中垣克朗議員） 挙手全員であります。よって、発議第７号は原案のとおり可

決されました。 

 次に、日程第１８、発議第８号「議会改革特別委員の選任について」を議題と

いたします。 

 事務局長をして、お手元に配付の議案を朗読いたさせます。 

 事務局長。 

（事務局長 朗読） 

議長（中垣克朗議員） お諮りいたします。 

 ただいまの発議第８号「議会改革特別委員の選任について」は、委員会条例

第８条第１項の規定により、ただいま朗読のとおり、指名いたしたいと思います

が、これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（中垣克朗議員） ご異議なしと認めます。よって、ただいまのとおり選任する

ことに決しました。よろしくお願いいたします。 

 ここで暫時休憩し、議会改革特別委員会を開催していただき、正副委員長の互

選をお願いいたします。 

 それでは、暫時休憩いたします。 

〔休憩 午後 １時３０分〕 

〔再開 午後 １時４５分〕 

議長（中垣克朗議員） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 休憩中に議会改革特別委員会が開催され、正副委員長が互選されました。その

結果が届いておりますので、ご報告いたします。 

 議会改革特別委員会の委員長に９番、與谷公孝議員、同副委員長に１０番、大

川真清議員、以上のとおりであります。よろしくお願いいたします。 

 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 以後、お手元の会期日程表のとおり、あす９月７日から１１日までを休会と

し、１２日月曜日午前１０時より本会議を開きますので、よろしくお願いいたし

ます。 

 本日はこれにて散会いたします。 



－４２－ 

 ご苦労さんでございました。 

〔散会 午後 １時４７分〕 


